
難易度別追加料金＝基本料金×難易度係数の合計

内容別基本料金表
平屋建 ¥35,000

2階建 ¥50,000

平屋建 ¥50,000

2階建 ¥70,000

2階建 ¥75,000

3階建 ¥100,000

係数の合計2.0以上＝2.0とする

係数

1 0.20

2 0.10

3 0.15

4 0.20

5 0.20

6 0.30

7 0.30

8 0.20

9 0.15

10 0.20

11 0.20

12 0.20/か所

13 0.10

14 0.20

15 0.30

16 0.30

18 0.20

19 0.20

20 0.20

21 0.20

別途 　土圧を受ける深基礎がある(手計算の為）

門型フレームなどを使用する

　ペントハウスがある

0.20

　階段以外の吹抜けがある

　小屋裏収納庫またはロフトがある

　管柱の大きさが２種類以上ある（通し柱以外）

　性能表示壁量計算（品確法の耐震等級）+N値計算+梁断面算定と構造計算のみ対象

　建物の短辺方向にビルトインガレージ等の大開口がある
※この場合14番は該当しない

　平面または立面が整形でない（Ｌ形や凸凹形）

　柱直下率50％以下又は壁直下率が60以下である
　※「柱・壁直下率」については「安全な構造の伏せ図の描き方」（エクスナレッジムック出版）をご参照ください。

設計GLと平均地盤面が一致しない（建物が接する敷地に高低差がある）
※平均地盤面の算定をお願いします。

外壁及び内壁の固定荷重が変わる場所がある

17

　1階と2階の間にスキップフロアがある

　2階と3階の間にスキップフロアがある(構造計算のみ）

　最上階以外で短辺4Pを超える大空間がある

　910㎜、1,000㎜またはその他のモジュールが1つの建物内に混在している

　最上階以外で建物の短辺方向の長さ4P未満がある

2021年3月更新

¥70,000

性能表示壁量計算（品確法の耐震等級）+N値計算（長期優良住宅、フラット35S対応）

性能表示壁量計算（品確法の耐震等級）+N値計算+梁断面算定+基礎の設計
（長期優良住宅、フラット35S対応）

構造計算・設計（許容応力度計算）

基本料金

　建物出隅のＸＹ各方向に耐力壁を設けることができない

難易度係数表(詳しくは難易度係数詳細一覧表をご参照ください）

　階をまたぐ大屋根がある

　母屋下がりの屋根がある（基準軒高さと地廻り軒桁がずれている）

　登り梁がある(性能表示壁量計算のみは対象外　係数：0.0）

　2階にキャンチレバー(持ち出し梁）がある(性能表示壁量計算のみは対象外　係数：0.0）

　3階にキャンチレバー(持ち出し梁）がある(構造計算のみ）
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吉村紳　一級建築士事務所


